
 

令和３年度決算概要 
 
主な決算の概要は以下のとおりです。 

業務報告 
■道路管理 
  仙台松島道路をいつでも「安全・安心」、「快適」、「便利」にご利用いただくため、適切な維持

管理に努めております。 
 （１）維持改良業務 
    仙台松島道路維持改良費として、高城川新橋橋梁修繕工事、春日ＰＡ身障者駐車場等改築

工事、舗装修繕工事、道路保全業務等を実施しました。 
 （２）道路管理業務 
    仙台松島道路管理費として、料金収受業務委託、道路パトロール業務委託、ＥＴＣマイレ

ージサービス負担金、消費税等に係る経費を支出しました。 
    また、春日パーキングエリア上下線に、脱炭素社会に向けた取組としてＥＶ急速充電器を

整備し、健康増進法にそって喫煙所を完全分煙にリニューアルしたほか、子育て家族向けに

置き型授乳室「mamaro2」を県内の高速道路で初めて設置しました。 
 （３）その他 
    有料道路の建設に要した借入金の元利償還、職員の給与及び本社経費等となる一般管理費

を支出しました。 
 
■企画割引 
  料金サービスとして、利用促進並びに観光振興のため次の企画割引を実施しましたが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止の観点から県を跨いだ移動の自粛を要請する国の依頼等を受け、休

日割引の適用除外や高速道路周遊パスの受付停止など、状況に応じた措置を行いました。 
種類 名称 対象車種 対象日・期間等 適用除外／受付中止 

時間帯割引 平日朝夕割引 全車種 平日「朝:６時～９時」 

「夕:17 時～20 時」 
 

深夜割引 全車種 毎日０時～４時  

休日割引 普通車・ 

軽自動車等 
土曜・日曜・祝日 

R3.4.29～10.31 

R4.1.1～1.3 

周遊割引 

2021 東北観光 

フリーパス 

東北 6 県周遊ﾌﾟﾗﾝ 
北東北周遊ﾌﾟﾗﾝ 
南東北周遊ﾌﾟﾗﾝ 

普通車・ 

軽自動車等 

R3.4.1～12.23 R3.4.1～11.4 

東北 6 県首都圏発着ﾌﾟﾗﾝ 
南東北首都圏発着ﾌﾟﾗﾝ 

R3.11.1～12.23 

訪日外国人旅行者向け

高速道路乗り放題パス 

Tohoku Expressway Pass 普通車ﾚﾝﾀｶｰ H27.11.1～R4.10.13 R2.4.8から受付中止 

Japan Expressway Pass H29.10.13～R4.10.13 

    
 
 
 



■受託業務 
みやぎ県北高速幹線道路のうち、Ⅱ期（中田工区）０．２５ｋｍ、Ⅲ期（佐沼工区）３．７５

ｋｍの合計４．０ｋｍに係る建設工事を宮城県から受託（平成 27 年度から令和３年度まで）し、

Ⅱ期区間はすでに完成し、平成３０年１２月２５日に供用されました。 
本年度は、Ⅲ期区間において、加賀野高架橋工事、新大瀬橋工事及び舗装工事が完了し、全て

の工事が完成したことから、令和３年１２月１７日に供用が開始されました。 
 
 
 

損益計算書  

■仙台松島道路料金収入 
新型コロナウイルス感染症の影響の長期化によって、仙台松島道路における令和３年度の料金

収入は影響を受けたものの、感染状況の一定程度の落ち着きに伴って改善が見られたことから、

５６．８億円となり、前年度と比較して１０６．７％、金額にして３．６億円の増収となりまし

た。 
 
■経常費用（償還準備金繰入額を除く） 
  令和３年度経常費用は、料金収入の増加により消費税納税額、損失補てん引当金等が増加した

ことから、前年度と比べて１．２億円増加し、３９億円となりました。 
 
■償還準備金繰入額 
  令和３年度償還準備金繰入額は前年度から２．３億円増加し、１９．４億円でした。 

償還準備金繰入額とは、道路事業における収入から管理費と金利等を合わせた費用を差し引い

た収支差で、有料道路建設に投下した借入金の返済に充てられます。 
 
 
 

貸借対照表 

■償還準備金 
  令和３年度償還準備金は前年度から１９．４億円増加し、４７３．１億円でした。 

償還準備金とは、道路資産の建設に投下した借入金の返済に充てられるべき額の累計です。 
 
■借入金償還 
  令和３年度長期借入金は前年度から１７．８億円減少し、出資金を含んだ残額は１２５．９億

円となりました。 
  仙台松島道路Ⅵ期事業・Ⅶ期事業の資金返済によるものです。 
 
■償還率 
  令和３年度の宮城県道路公社全体での償還率は【償還準備金／道路資産×１００】は     
８１．７％となり、前年度と比較して３．４ポイント向上しました。 

 
 



（ 添 付 書 類 ）

決 算 報 告 書

宮 城 県 道 路 公 社

令　和　３　事　業　年　度

決 算 書

業 務 報 告 書

財 務 諸 表



財 務 諸 表



（単位：円）

料金収入、釣り銭準備金

４支店５口座

ゆうちょ銀行 １支店１口座

定期預金 七十七銀行・仙台銀行・荘内銀行

３支店８口座

宮城県発行公募公債

液状塩化ナトリウムほか

ETC予備品

みやぎ県北高速幹線道路建設受託業務支払金

団体共済掛金宮城県負担金立替分

駐車場敷金

仙台松島道路 延長　18.3㎞

利府町春日から東松島市川下まで

建物

管理事務所・料金所等27棟

57,899,298,507

1,148,740,000

事 業 資 産

57,899,298,507

1,394,066,152

1,609,748,963

1,406,745,450

有 形 固 定 資 産

57,899,298,507

5,296,612

その他の流動資産

未 収 金

1,148,740,000

68,711,314,684固　　定　　資　　産

令和３事業年度宮城県道路公社財産目録

流　　動　　資　　産

資　　　　　　　　産　　　　　　　　の　　　　　　　　部

区　　　　　分
内　　　　　　　　　　　　　　　　訳

1,780,970

金　　　額摘　　　　　　　　　　　　要

令和４年３月３１日現在

七十七銀行・仙台銀行・荘内銀行

現 金

預 金

金　　　額

普通預金

1,780,970

13,203,337,732

10,212,894,316

512,815,460

振替口座

1,100,000,000

78,856

9,700,000,000

752,620

七十七銀行・仙台銀行・野村證券

３支店３口座

25,044,076

定期預金・宮城県発行公募公債・

料金一体徴収に係る精算額（東日本高速道路㈱ほか）

有 価 証 券

25,796,696

1,100,000,000

1,113,843

材 料 ・ 貯 蔵 品

未 収 利 息

1,113,843

707,639,387

5,372,520

春日PA施設賃料収入ほか

建 物

7,660

受 託 業 務 支 払 金

減価償却累計額 △ 764,671,684

取 得 価 格

5,364,860

2,158,737,836

仙台市発行公募公債

道 路

702,342,775



（単位：円）

建物附属設備

本社冷暖房設備

仙台松島道路の融雪剤タンク1基

普通自動車6台・特殊自動車14台

事務用機器等34件

電話加入権28件

道路事業者共通システム等4件

大和証券・野村證券・SMBC日興證券

5支店20口座

仙台市発行公募公債

七十七銀行・SMBC日興證券 2支店2口座

車両20台分のリサイクル預託金

9,200,000,000

81,914,652,416

1

及 び 備 品

164,045,485

減価償却累計額

ソ フ ト ウ ェ ア

無 形 固 定 資 産

減価償却累計額

取 得 価 格

管理事務所・料金所・車庫・春日ＰＡ敷地面積31,965.9㎡

取 得 価 格

△ 2,966,399

工 具 ・ 器 具

140,398,750

電 話 加 入 権

取 得 価 格

リサイクル預託金

9,200,226,590

投 資 有 価 証 券

226,590

減価償却累計額

2,040,624

7,929,364

減価償却累計額

△ 140,398,750

0

宮城県発行公募公債　　七十七銀行・仙台銀行・

無線装置等1式、融雪剤積込機1基、急速充電設備2基

金　　　額
摘　　　　　　　　　　　　要 金　　　額

2,040,624

機 械 及 び 装 置

合 計

車両及び運搬具

12,679,298

内　　　　　　　　　　　　　　　　訳

資　　　　　　　　産　　　　　　　　の　　　　　　　　部

投資・その他の資産

△ 11,499,117

19,428,481

土 地

26,661,805

△ 8,415,885

12,761,100

△ 81,802

取 得 価 格

△ 278,360,146

取 得 価 格

構 築 物

12,782,743

291,142,889取 得 価 格

2,966,400

減価償却累計額

18,245,920

区　　　　　分

減価償却累計額



（単位：円）

受託業務費

道路管理業務費

一般管理費

料金一体徴収に係る精算額

七十七銀行借入金

仙台銀行借入金

荘内銀行借入金

東北銀行借入金

高速道路損失補償金預かり金等

みやぎ県北高速幹線道路建設受託業務受入金

七十七銀行借入金

仙台銀行借入金

春日ＰＡ出店に伴う敷金

ポイント発行残高に対する将来の無料走行使用

見込額

職員に係る退職給付引当金

有料道路相互間の危険負担の分散及び危険

負担の年度間の平準化を行い、経営の安定化

に資するための引当金

道路資産への投下資金の正味回収額の累計額

3,226,091,994

摘　　　　　　　　　　　　要 金　　　額

負　　　　　　　　債　　　　　　　　の　　　　　　　　部

金　　　額

559,494,498

20,028,641,480

区　　　　　分

1,033,500,000

24,914,896

内　　　　　　　　　　　　　　　　訳

87,095,352

70,000,000

1,148,740,000

250,000,000

9,161,760

66,993

源泉徴収所得税、住民税、社会保険料、共済掛金

1,458,500,000

1,585,733,846

4,376,400

47,309,185,096

47,309,185,096

127,262,094

20,028,641,480

87,095,352

4,376,400

72,149,652,416

長 期 預 り 金

合　　　　　　計

609,690,234

固 定 負 債

1,297,000,000

1,367,000,000

償 還 準 備 金

長 期 借 入 金

1,148,740,000

9,094,767

未 払 金

正　味　財　産

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

特別法上の引当金等

道 路 事 業 損 失

3,546,355

9,765,000,000

127,262,094

67,337,826,576

補 て ん 引 当 金

Ｅ Ｔ Ｃ マ イ レ ー ジ

サ ー ビ ス 引 当 金

21,734,485

75,000,000

100,000,000

流　　動　　負　　債

受 託 業 務 受 入 金

預 り 金

一 年 以 内 返 済



（単位：円）

金　　　額 金　　　額

13,203,337,732 3,226,091,994

1,780,970 609,690,234

10,212,894,316 1,458,500,000

1,100,000,000 1,458,500,000

25,796,696 9,161,760

1,113,843 1,148,740,000

707,639,387 1,585,733,846

1,148,740,000 1,367,000,000

5,372,520 1,367,000,000

68,711,314,684 4,376,400

57,899,298,507 4,376,400

57,899,298,507 87,095,352

1,609,748,963 127,262,094

2,171,498,936 67,337,826,576

2,966,400 20,028,641,480

26,661,805 47,309,185,096

291,142,889 (72,149,652,416)

19,428,481 9,765,000,000

△ 1,065,995,033 9,765,000,000

164,045,485 (9,765,000,000)

2,040,624

2,040,624

0

9,200,226,590

9,200,000,000

226,590

81,914,652,416 81,914,652,416

受 託 業 務 受 入 金

受 託 業 務 支 払 金

有 価 証 券

ソ フ ト ウ ェ ア

預 り 金

道路事業損失補てん引当金

退 職 給 付 引 当 金

市 中 銀 行 借 入 金

機 械 及 び 装 置

工 具 ・ 器 具 及 び 備 品

（資　本　合　計）

材 料 ・ 貯 蔵 品

長 期 借 入 金

特 別 法 上 の 引 当 金 等

そ の 他 の 流 動 資 産

未 収 金

ＥＴＣマイレージサービス引当金

宮 城 県 出 資 金

事 業 資 産

（負　債　合　計）

償 還 準 備 金

構 築 物

道 路

受 入 保 証 金

建 物

有 形 固 定 資 産

合　　　　　　　　計 合　　　　　　　　計

基 本 金

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

リ サ イ ク ル 預 託 金

土 地

投 資 有 価 証 券

車 両 及 び 運 搬 具

投 資 ・ そ の 他 の 資 産

固 定 資 産

市 中 銀 行 借 入 金

科　　　　　　　　目

長 期 預 り 金

有形固定資産減価償却累計額

未 収 利 息

固 定 負 債

流 動 資 産 流 動 負 債

預 金 一 年 以 内 返 済 長 期 借 入 金

令和３事業年度宮城県道路公社貸借対照表

令和４年３月３１日現在

科　　　　　　　　　　目

負　債　及　び　資　本　の　部資　　　　　産　　　　　の　　　　　部

現 金 未 払 金



（単位：円）

金　　　額 金　　　額

2,909,516,366 5,721,466,175

2,835,750,135 5,676,206,818

73,766,231 45,187,776

321,485,573 71,581

251,062,056 25,313,431

8,710,062 13,368,531

61,713,455 11,944,900

2,562,698,330 7,824,825

619,222,837 2,313,025

1,943,475,493 5,511,800

16,108,650 92,778,537

16,108,650 92,778,537

37,574,049

579,226

475,699

1,170

36,517,954

5,847,382,968 5,847,382,968

重要な会計方針等

（注） 1 所有する債券は満期保有目的債券であり、有価証券の評価基準及び評価方法は、平成２７年４月

１日以降に取得した債券から、償却原価法（定額法）によっている。

2 平成19年4月1日以降に取得した固定資産の減価償却は、定額法により償却している。

平成19年3月31日以前に取得した固定資産の減価償却は、旧定額法により償却している。

3 消費税の会計処理は、税込み方式によっている。

4 ＥＴＣマイレージサービス引当金は、ＥＴＣマイレージサービス制度（平日朝夕割引含む）による

無料走行に備えるため、期末におけるポイント発行残高に対する将来の使用見込額を計上している。

5 退職給付引当金は、職員の退職金の支給に充てるため、期末要支給額の全額を計上している。

6 道路事業損失補てん引当金繰入額は、一般有料道路事業に係る損失を補填するため、各年度の

料金収入額（消費税抜き）に１２％を乗じて得た額を計上している。

7 道路事業損失補てん引当金は、道路事業損失補てん引当金繰入額の累計額であり、仙台松島

道路については、４車線供用日（平成24年7月12日）以降、乗じる率を１０％から１２％に変更している。

8 償還準備金は、道路資産への投下資金の正味回収額の累計額であり、各年度の道路の収益が費用

を超える額を計上している。

9 特別損失その他の雑損は、松島道路の寄付であり、その内訳は下記のとおりである。

利府町 29,130,036円　　宮城県 7,387,918円

償還準備積立金は、建設中路線に係る消費税還付額であり、供用開始後の決算において償還準備

金に繰入（振替）するものである。

令和３事業年度宮城県道路公社損益計算書

令和　４年３月３１日まで

科　　　　　　　　　　目

収　　　　益　　　　の　　　　部

令和　３年４月　１日から

附 帯 事 業 施 設 管 理 業 務 費

費　　　　　　用　　　　　の　　　　　部

附 帯 事 業 施 設 収 入

科　　　　　　　　目

管 理 業 務 費 業 務 収 入

道 路 管 理 業 務 費

利 息 収 入

有 形 固 定 資 産 減 価 償 却 費

業 務 外 収 入

一 般 管 理 費

道 路 料 金 収 入

道路事業損失補てん引当金繰入額

退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

負 担 金 受 入一 般 管 理 費

ＥＴＣマイレージサービス引当金戻入益

特 別 利 益

特 別 法 上 の 引 当 金 等 繰 入 額

附 帯 事 業 負 担 金 受 入

原 因 者 負 担 金 受 入

固 定 資 産 売 却 益

前 期 損 益 修 正 益

雑 益

そ の 他 雑 損

そ の 他 の 雑 損 退 職 給 付 引 当 金 戻 入 益

支 払 利 息

業 務 外 費 用

前 期 損 益 修 正 益
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合　　　　　　　　計 合　　　　　　　　計

業 務 雑 収 入

償 還 準 備 金 繰 入 額

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損

前 期 損 益 修 正 損

固 定 資 産 売 却 損

退 職 給 付 引 当 金 戻 入 益


